
 

第70回北海道学校保健・安全研究大会札幌大会 開催要項 
 

 

１ 趣 旨 

    近年の社会環境や生活環境の急激な変化は、子どもの心身の健康にも大きな影響を与え

ており、学校生活においては、肥満・痩身、口腔の疾病の増加、生活習慣の乱れ、メンタ

ルヘルスの問題、アレルギー疾患の増加など、多様な課題が生じている。また、学校安全

面では、近い将来に発生が懸念されている日本海溝・千島海溝地震や激甚化・頻発化する

豪雨・台風などの自然災害の他、登下校中を含めた事件・事故、さらには SNS 等の利用

による犯罪など、子どもたちの安全を脅かす様々な事案が次々と顕在化している。  
これらの課題解決を図るためには、学校全体として学校保健・学校安全に取り組む校内

の組織体制を整備するとともに、学校・家庭・地域が一体となり、確かな学力、豊かな心、

健やかな体の調和を重視する「生きる力」を育む教育を推進していく必要がある。  
本大会はこれまでの研究成果を踏まえ、生涯を通じて、心豊かにたくましく北の大地を

生きる子どもの育成をめざして、学校保健・学校安全に関する諸課題について研究協議を

行い、健康教育の充実・発展に資するものである。  
 

２ 主 題 

  「生涯を通じて、心豊かにたくましく北の大地を生きる子どもの育成を目指して」 

○ 北海道で生活する子どもたちが、様々な社会環境の変化に惑わされることなく、心身

ともに健康でたくましく生きぬくとともに、北国の豊かな自然環境の下、快適で豊かな

くらしを築いていくことができるように、との願いを込めて設定したものである。  
 

３ 副  題  

    ～都市と自然が調和する美しいまちから 

 自立した札幌人の育成を目指し well-being にせまる～  

 

４ 主 催 

  北海道教育委員会、公益財団法人 日本学校保健会、公益財団法人 北海道学校保健会、 

  札幌市教育委員会、札幌市学校保健会 

 

５ 開催日 

  令和５年（2023 年）11 月 26 日（日） ９時 20 分～15 時 30 分 

 

６ 開催方法及び参加定員 

（１）開催方法 全員参集による（オンライン配信は行わない）  
（２）参加定員 300 名を想定  
    

７ 会 場 

  ホテルノースシティ 

札幌市中央区南 9 条西 1 丁目 1－20 ☎011-512-9748 

 

 

 



８ 内 容 

 （１）全体会 

   ア 開会式（進行：大宮実行委員会事務局次長） 

   イ 学校保健功労者表彰（今年度表彰者は 75 名） 

   ウ 行政説明     北海道教育庁学校教育局健康・体育課長 

    エ 基調講演 

 （２）部会別研究協議 

   ・３部会に分かれて、提言レポートの発表、研究協議及び助言を行う。 

 

９ 日 程 

9:00 9:20     10:10  10:40 10:50       12:20   13:30        15:30 

受付 

(20) 

開会式・表彰 

（50） 

説明 

（30） 

休憩  

(10) 

基調講演

（90） 

昼食 

（70） 

部会別研究協議 

（120） 
閉会 

 

10 参加対象 

（１）幼稚園、認定こども園、保育園（所）、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、  
義務教育学校、特別支援学校の校（園）長、副校（園）長、教頭、主幹教諭、保健  
主事、養護教諭、栄養教諭、保健体育科教諭、安全担当教諭、学校栄養職員、その  
他の教職員  

 （２）大学、短期大学、看護専門学校の教員、職員、学生  
 （３）学校医、学校歯科医、学校薬剤師  
 （４）教育委員会の学校保健・学校安全担当職員  

（５）ＰＴＡ役員、会員  
 （６）保健所、公衆衛生機関の職員  
 （７）その他学校保健安全関係者  
 

11 部会別研究協議 

〈第１部会 学校経営と組織活動〉 

・研究協議題 心豊かにたくましく生きる力を育むための特色ある学校経営と組織 

活動の進め方 

  ・提言発表 ２名 

 

〈第２部会 保健管理・保健教育、安全管理・安全教育〉 

・研究協議題  生涯にわたって健康で安全な生活を送るために必要な資質や能力を 

        育むための、学校、家庭、地域の関係機関が連携した保健管理・保 

健教育（安全管理・安全教育）の進め方 

  ・提言発表 ２名 

 

〈第３部会 現代的健康課題〉 

・研究協議題 多様化する現代的健康課題に適切に対応するための保健活動の進め方 

 ・提言発表 ２名 


